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１．はじめに 

 

個人タクシー事業者は、市民生活や経済活動を支える重要なインフラであ

るため、国の「新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針」において

も、社会の安定の維持の観点から、緊急事態措置の期間中にも、最低限の業

務の継続が求められている。同時に、個人タクシー事業者として自主的な感

染防止のための取組を進めることにより、新型コロナウイルス感染症のまん

延を防止していくことも求められている。 

 

このため、個人タクシー事業者は、対処方針の趣旨・内容を十分に理解し

た上で、新型コロナウイルスの感染予防に取り組むとともに、社会基盤とし

ての役割を継続的に果たすよう努めるものとする。 

 

なお、本ガイドラインは、緊急事態措置を実施する期間中のみならず、当

該期間後においても、新型コロナウイルス感染症の感染リスクが低減し、早

期診断から重症化予防までの治療法の確立、ワクチンの開発などにより関係

者の健康と安全・安心を十分に確保できる段階に至るまでの間の事業活動に

用いられるべきものである。 

また、本ガイドラインの内容は、感染拡大の動向や専門家の知見、これを

踏まえた対処方針の改定等を踏まえ、適宜、必要な見直しを行うものとす

る。 

 

 

２．感染防止のための基本的な考え方 

 個人タクシー事業者は、営業所の立地や運行形態等を十分に踏まえ、営業

所内、事業用自動車内、運行経路、立寄先や経路を含む周辺地域において、

感染を防止するよう努めるものとする。このため、「三つの密」が生じ、クラ

スター感染発生リスクの高い状況を回避するため、最大限の対策を講じる。 

 

 

３．講じるべき具体的な対策 

（１）感染予防対策の情報収集等 

・ 国・地方自治体・協会・所属団体等を通じ、新型コロナウイルス感染症

に関する正確な情報を常時収集する。 



2 

・ 感染症法、新型インフルエンザ等対策特別措置法等の関連法令上の義務

を遵守する。 

 

（２）健康管理 

・ 可能な限り朝夕２回の体温測定を行った上で、発熱やせき等の症状があ

る場合は自宅待機を行う。特に、息苦しさ、だるさ、味覚・嗅覚障害と

いった体調の変化が無いか重点的に確認する。また、新型コロナウイル

ス感染症陽性とされた者との濃厚接触がある場合、過去 14 日以内に政府

から入国制限されている、または入国後の観察期間を必要とされている

国・地域などへの渡航並びに当該在住者との濃厚接触がある場合におい

ても、自宅待機を行う。 

・ 発熱やせき等の症状があり自宅待機するときは、毎日、健康状態を確認

する。 

・ 症状がなくなり運行を行う際には、学会の指針1などを参考にする。 

・ 症状に改善が見られない場合は、医師や保健所へ相談する。 

・ 休日はしっかりと睡眠を取り、休養に努める。 

・ 「新型コロナウイルスを想定した『新しい生活様式』」を実践する一方

で、熱中症予防行動2（エアコンの利用、屋外で他人と十分な距離を確保

できる場合には適宜マスクをはずす、こまめな水分補給等）にもこれま

で以上に心掛ける。 

 

（３）車両清掃等の注意点 

・ 車両点検用工具などについては、洗浄・消毒を行う。 

・ 車内の座席、窓、ドアノブ、手すり、防護スクリーン、タブレットな

ど、乗客が頻繁に触れる箇所については、こまめに消毒を行う。 

・ 座席に掛ける布については、定期的に洗濯する。 

・ 設備や器具の消毒は、次亜塩素酸ナトリウム溶液やエタノールなど、当

該設備・器具に最適な消毒液を用いる。 

 
1 日本渡航医学会-日本産業衛生学会作成「職域のための新型コロナウイルス感染症対策ガイド」など

（https://www.sanei.or.jp/images/contents/416/COVID-19guide0511koukai.pdf） 
2 環境省リーフレット「令和 2 年度の熱中症予防行動」

(https://www.env.go.jp/saigai/novel_coronavirus_2020/heat_illness_prevention_2020_leaflet.pdf） 
環境省「令和２年度の熱中症予防行動の留意点について ～「新型コロナウイルスを想定した『新し

い生活様式』」における熱中症予防～

(https://www.env.go.jp/saigai/novel_coronavirus_2020/heat_illness_prevention_2020.pdf)  
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・ ゴミはこまめに回収し、鼻水や唾液などがついたゴミがある場合はビニ

ール袋に密閉する。 

・ マスクや手袋を着用し、作業後に手洗いを徹底する。 

・ 運転席と後部座席の間に防護スクリーンを設置すること等により、乗客

との飛沫感染を防止するよう努める。 

・ 乗客との接触を避けるため、可能な限り、キャッシュレス決済の導入を

検討する。 

 

（４）運行中 

・ 運行中はマスクの着用を徹底する。 

・ 乗客の意向を確認した上で、エアコンによる外気導入や窓開け等の車内

換気を行う。 

・ 乗客の降車後に、窓を開けて換気する等の車内換気に努める。 

・ 運賃・荷物の受け渡し等において、手袋の着用に努めるとともに、相手

先との直接接触を極力減らすよう努める。 

・ 運行中に発熱や体調不良を認めた時は、運行を中止する。 

 

（５）乗客に対する協力のお願い 

・ 乗客に対して、感染拡大防止についての理解と協力を求める。 

・ 定員上、後部座席に着席可能である場合には、乗客に対して可能な限り

後部座席に乗車するよう理解を求めるよう取り組む。 

・ 乗客の荷物をトランクに預かる際に、個人タクシー事業者が荷物に触れ

ること、若しくは乗客が直接収納又は取り出すことについて理解と協力

を求める。 

 

（６）感染が確認された場合の対応 

・ 保健所、医療機関の指示に従う。 

・ 感染した旨を速やかに各地方運輸局等に連絡する。 

 

（７）その他 

・ 保健所の聞き取り等に必ず協力する。 

 

（以上） 


